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ひととせ、入道殿の大井川に逍遥せさせ給ひしに、作文の舟・管弦の舟・和歌の舟と分かたせ給ひて、その道にたへたる人々を乗せさせ給ひしに、この大納言の参り給へるを、入道殿、「かの大納言、いづれの舟にか乗らるべき。」とのたまはすれば、
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小倉山嵐の風の寒ければ紅葉の錦着ぬ人ぞなき
申し受け給へるかひありて、あそばしたりな。御みづからものたまふなるは、「作文のにぞ乗るべかりける。さて、かばかりの詩を作りたらましかば、名の上がらむこともまさりなまし。くちをしかりけるわざかな。さても、殿の『いづれにかと思ふ。』とのたまはせしになむ、我ながら心おごりせられし。」とのたまふなる。

一事のすぐるるだにあるに、かくいづれの道も抜け出で給ひけむは、いにしへも侍らぬことなり。

ひととせ、　入道殿　の　大井川　に　逍遥せ　させ　給ひ　し　に、　作文　の　舟・　管弦　の　舟・　和歌　の　舟　と　分かた　せ　給ひ　て、　そ　の　道　に　たへ　たる　人々　を　乗せ　させ　給ひ　し　に、　こ　の　大納言　の　参り　給へ　る　を、　入道殿、　「か　の　大納言、　いづれ　の　舟　に　か　乗ら　る　べき。」　と　のたまはすれ　ば、　「和歌　の　舟　に　乗り　侍ら　む。」　と　のたまひ　て、　よみ　給へ　る　ぞ　かし。
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